
第２学年５組 数学科学習指導案 

第５時限 ２年５組教室 

 

１ 単 元（題 材） 図形の性質と証明 （本時 １５／１８） 

（１）構 想 

  ①本題材までの生徒の学びの姿 

   第１学年の平面図形で、平行な２直線の距離はどこをとっても等しくなることを学んでいる。

それを使って、平行な２直線の中にある場合、底辺が共通な三角形は、面積が等しくなることを

学んだ。 

  ②本題材でねらう学びや価値 

   平行線と面積の関係について、三角形の面積を等しくするために、底辺が共通で底辺に平行な

直線を引けばいいことに気づき、その理由を論理的に説明することができるようになる。 

  ③本題材を通して目指す生徒の姿 

   「結論から見る」・「逆向きに見る」という数学的な見方・考え方を積極的に使って、形を変え

て面積を半分にするために、同じ面積にしたい三角形の底辺を意識して、底辺と平行な直線を引

くために粘り強く考えることができる生徒。 

（２）計 画 

学習課題 学習内容 時間 備考 

二等辺三角形の性質を

見つけよう 

・空欄を埋める形で、二等辺三角形の 2 つの

底角は等しいことを証明し、その書き方を

示す。 

・具体例をあげながら、あることが正しくて

もその逆は当てはまらないことを学ぶ。 

５ ・タブレット 

・スクールタ

クト 

直角三角形の合同条件

を考えよう 

・直角三角形が合同になる条件を考え、2 つ

の合同条件が利用できるようにする。 

・斜辺という言葉を知る。 

２ 

 

・タブレット 

・スクールタ

クト 

平行四辺形の性質を証

明しよう 

・平行四辺形の性質を取り上げ、これらを平

行線の性質・三角形の合同条件を使って証

明する。 

２ ・タブレット 

・スクールタ

クト 

どんな四角形が平行四

辺形になるか考えよう 

・四角形が平行四辺形になる条件を調べ、そ

れらをまとめて使えるようにする。 

３  

平行四辺形の特別なも

のについて調べよう 

・長方形、ひし形、正方形と平行四辺形の包

摂関係を明らかにしていく。 

２  

面積を変えずに、図形の

形を変える方法を考え

よう 

・底辺が共通で、底辺に平行な直線上に頂点

をもつ 2 つの三角形の面積は等しいことを

明らかにし、それによって平行線による三角

形の等積変形の方法ができるようにする。 

・身の回りの問題で等積変形の問題が解け

るようにする。 

２ 

(本時

2/2) 

 

単元のまとめをしよう ・練習問題を解いて、学習の定着をはかる。 ２  

２ 本時の目標 

・面積を変えずに、平行線を使って図形の形を変える線を粘り強く考えることができる。 

（主体的に学習に取り組む態度） 



３ 習得内容と活用を図るための手だて 

（習得）底辺が共通な三角形の性質を使って、面積の等しい三角形を図形の中から見つける。 

（活用）底辺が共通な三角形の性質を振り返るために、チームで話し合う場を設定したり、習得内

容を問いかけたりする。 

４ 展 開 

段階 生徒の活動 教師の活動 

導入 

（5） 

１ 底辺が共通な三角形の性質を使っ

た問題を解く。 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を知る。 

 

 

・性質を思い出せるように、簡単な問題を出

題する。 

・本時につながる話をする。 

「ケーキをもらったけど、友達と半分に分け

たいんだ」 

 

・学習課題を板書する。 

展開 

（35） 

３ ケーキにナイフをどのように入れ

たらよいか考える。（個人⇒ペア） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 条件を変えた問題を考える。 

  （個人⇒チーム⇒全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・面積を２等分するという意識をもたせるた

めに、ケーキを２等分に分けるとはどうい

うことなのかを問いかける。 

・ケーキの絵と、上から見た図を掲示して、

問題の内容を把握できるようにする。 

・上から見た図を印刷したものを配付する。 

・個人で追究する時間をとり、その後隣の生

徒に自分の考えを説明する場を設ける。 

・１通りだけでなく、３通り出ている生徒を

称賛する。 

 

・３で考えた線の中には、変更した条件が満

たされないことを視覚的に理解できるよう

に、パワーポイントを使って切った様子を

表示する。    上から見た図        

 

 

 

イメージ図 

 

・頂点Ａから半分にした線が考えるのに適し

ていることを押さえ、その線を入れた図の

プリントを配付する。 

・いちごの間を切り始めにしている生徒がい

たら、その意図を発表させ、その考えを称

賛する。 

・いちごの間からひく線をイメージさせ、そ

こから平行線の性質が使えるように問いか

ける。 

AD//BCの台形 ABCD 

の対角線の交点を Oと 

するとき、△ABCと面 

積の等しい三角形を答 

えなさい。 

ケーキが半分になる方法を考えよう 

・面積を２等分ということは、 

底辺を半分にすればいいよね 

・簡単だね 

【条件】 

①ナイフで切るのは一回だけ 

②切断面はテーブルの面に対して垂

直に 

③ナイフは真っ直ぐにしか切れない 

④ケーキは体積を２等分すること 

イチゴを乗せるのを忘れていたの

で、イチゴを乗せた状態で考える。 

【変更する条件】 

⑤イチゴの位置は動かさないで半分

にし、それぞれ１個イチゴがある

ようにする。 

⑥イチゴは切らない。 

・イチゴを切らないようにする 

 ためにはどうしたらいいかな 

・面積を一緒にするってことは、どこ

かに平行な線がいるよね 

・形の違うものになるね 

・三角形と四角形になりそう 

 

A 

B 

C 



 【線の引き方】 

①BC の中点といちごの 

 間の点を結んだ線を 

DE とする。 

②DE と平行で、 

 頂点 A を通る線 

 と BC との 

 交点を F とする。 

③EF を結ぶ。 

・△ADE＝△EDF となり、EF が面積を

半分にする線になる。 

・手が進まない生徒には、いちごの図の底辺

と高さの関係について質問したり、図を回

転させて見方を変えたりするように助言す

る。 

・考えが進まない場合は、一度全体を止めて、

１で考えた底辺が共通な三角形の性質を確

認する。 

・時間があれば、類似問題の教科書 P151 の問

2 に取り組み、理解度を図る。 

整理 

（10） 

 

５ 今日の学びを振り返る。 

 

 

 

 

・本時での考えの変容や理解したこと、友達

の意見を聞いて分かったことなどを発表す

る時間を設ける。 

・説明の仕方が上手だったり、心に残った言

葉・表現を聞いたりして、表現方法が適切

だった生徒を称賛する。 

５ 評 価 

 ・個人で考えた方法をグループで話し合い、そこから面積を変えずに平等に分ける方法を見つけ、

自分で半分になる線をかくことができたか。         （活動３、４の様子から） 

・形が変わっても面積が同じなんて

不思議だと思った。 

・グループの子の「底辺が同じで高さ

がここになるから面積が同じにな

るよ」という説明で理解できた。 

A 

B 

C 
D 

 

E 

F 

 


